
 

 

ヒツジの体内でサルの細胞作製、移植用臓器「工場」へ一歩)
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 移植医療においては、ドナーが絶対的に不足し、それが移植治療普及の足かせになっているのは

ご存じの方も多いと思います。そこで、家畜動物にヒトの組織を作らせたらどうかと考えました。 

しかし、そもそも実現可能な話なのでしょうか？私たちは、ヒツジの体内でヒトＥＳ細胞を分化さ

せて、ヒトの組織をもつヒツジを作れないか検討することにしました。ヒトＥＳ細胞使用は制約が

きびしいので、まずサルＥＳ細胞を使ってみました。下図がその方法です。まず、サルＥＳ細胞を

試験管内で適宜分化させます。その細胞をヒツジ胎仔に移植します。胎仔の体内で移植細胞の増殖・

分化がうまく進めば、サルの組織をもったヒツジが生まれるというスキームです。ヒツジ胎仔は免

疫系が未熟で、移植細胞が拒絶されないというのが前提です。 

 

 

 

なぜヒツジなのか？ 

そもそもマウスでは小さすぎます。ヒツ

ジは流産率が低いので、動物胎仔を利用する研究によく利用されてきた経緯があります。しかし、将来の実用化を考えると、ヒ

トとの解剖学的類似性、繁殖面（多産・発育の早さ）、無菌化の点で、ブタの方がヒツジより有利です。もっとも、宗教上の理由

から世界人口の３分の１はブタを食べられませんから、ヒツジで実用化をねらう価値は十分あると考えました。 

 本当にヒツジにサルの組織を作らせることが可能か、まず未分化のままのサルＥＳ細胞を移植して、サルの組織が出来るどう

かを調べました。その結果、生後１５頭中４頭ですが、コブをもつヒツジが生まれました（図の矢印）。コブは成熟型の奇形腫で

した。免疫組織染色法で調べますと、神経グリアマーカーのＧＦＡＰ、ニューロンマーカーのＮＳＥ、肝臓マーカーのαＦＰ、

平滑筋マーカーのαＳＭＡなどが陽性の組織構造がありました。これら生着細胞はサルの核型をもっていました。したがって、

ヒツジの体内にサルの組織が出来たことになります(1)。サルＥＳ細胞を造血系に分化させてからヒツジ胎仔に移植して、サルの

血液をもつヒツジも作っています(2)。 

 免疫能正常のヒツジにサルの組織を作ったわけで、

これは神話でなくて本当のキメラといえます。この

結果の示唆するところは、サルＥＳ細胞の代わりに、

ヒトＥＳ細胞を使えば、ヒトの細胞や組織をもつヒ

ツジの作出が可能ということです。もっとも家畜か

ら人への水平感染の可能性が否定できませんから、

本研究の移植医療への応用はまだ先の話で、今は基

礎研究の段階です。なお、本研究は、宇都宮大学農

学部の長尾慶和准教授、国立成育医療センターの林

聡先生との共同研究です。 
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社会人大学院制度の普及を願って)
 

 平成１７年度、自治医科大学は文部科学省の事業

である「魅力ある大学院教育」イニシアティブに採

択されました。これに伴い、平成１８年度より自治

医科大学大学院医学研究科に社会人枠での入学が認

められるようになりました。この制度は、地域医療

に携わりながら自治医科大学の大学院教育が受けら

れるものであり、「地域医療からの課題を研究につな

げる」ことで、地域医療に係る医療人が学位を取得

することを可能にするとともに地域医療の学問的確

立を目指すものです。 

 自治医科大学は、医療に恵まれないへき地等にお

ける医療の確保向上及び地域住民の福祉の増進を図

るため、全国の都道府県が共同して設立した学校法

人によって設立・運営されています。自治医科大学

の学生は、入学金および授業料を免除されています

が、卒業後直ちに大学を離れ、出身都道府県で、都

道府県知事の指定する医療機関で地域医療に従事す

る義務を負っています。そのため、図のように約半数の自治医科大学卒業生が学位取得を希望していますが、学位取得にはかな

りの困難を伴う状況にあります。したがって、医療現場で働きながら学位の取得ができる社会人大学院制度は、自治医科大学卒

業生にとって、福音をもたらすものと考えています。 

高久学長のアドバイスもあり、自治医科大学地域医療オープン・ラボでは、平成１８年秋より、全国の都道府県人会、地域医

療振興協会支部会議、地域医療研究会あるいはブロック会議に出席し、社会人大学院制度の紹介を行なっています。地域医療オ

ープン・ラボのスタッフ３人で今までに３１の都道府県を回りました。 

各都道府県を訪れて感じましたことは、自治医科大学卒業生に課せられた義務年限が、医師を育てるにあたり、決して悪い制

度ではないということです。ある程度一人で診療ができるようになった段階で僻地診療所に勤務すると、診療所を受診する患者

はすべて診ることになります。これが、医師としての態度を育てるうえで大変重要な働きをしています。最初から専門医として

訓練を受けると、専門外の患者に対して拒否反応が起こりがちですが、若いうちに僻地勤務を経験すると、専門外として診療を

忌避することが少なくなるようです。 

しかし、昨今の地域における医師不足は、自治医科大学卒業生に大きな負担を強いています。代診医が確保できず学会等に出

席することもままならず、医療技術の向上のための研修さえなかなか受けることが難しい状況になっています。あまりの忙しさ

に健康を害することもあるようです。他の卒業生が忙しい所を応援しようとすると、市町村の壁があり、思うにまかせないとの

ことです。 

このような厳しい状況下においても、学位取得に興味を示している卒業生がいます。そのような卒業生から良く聞かれるのが、

研究の方法が分からないということです。そこで、平成１９年度に自治医科大学が採択された文部科学省の事業である「大学院

教育改革支援プログラム」で、責任者の古川雄祐教授にお願いして臨床疫学研究のセミナーを開催して頂くことにしました。公

衆衛生学の中村好一教授と地域医療学の石川鎮清准教授とが中心となり、準備が進められています。平成２０年１１頃に自治医

科大学において開催される予定になっています。（詳細は、医学研究科ホームページにてご案内いたします。）臨床疫学研究をし

たいと考えている先生方は奮ってご参加下さい。 

一人でも多くの自治医科大学卒業生が地域医療の現場で課題を見つけ、その研究で学位の取得できるようになり、それが地域

医療の学問的確立につながればと願って地域医療オープン・ラボは活動を続けています。 
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自治医科大学卒業生を対象としたアンケート調査


